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研究成果概要 
	
 平成 25年度までに、中国チベット自治区羊八井宇宙線観測所に雷雲到来時の大気電界
測定器として Boltek 社のフィールドミル電界計と、落雷検出器として同社の Storm 
Tracker を設置して定常観測を行っている。図１左がフィールドミル電界計で、右が
Storm Trackerで、背景の検出器群がチベット空気シャワーアレイである。 
	
 平成 25年度の宇宙線国際会議において、これらの検出器から得られたデータを解析す
ることよって、雷雲に伴う大気電界の強度変化と空気シャワー観測装置の粒子線検出器

の 1 粒子トリガーレートの間に強い相関があることを報告した。この結果から、雷雲通
過時には、雷雲からの電子もしくはガンマ線が放射されることが推測されるが、その放

射メカニズムを調べるために、今後は NaI などのガンマ線検出器を持ち込み、エネルギ
ースペクトルなどの精密測定を行いたいと考えている。 
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図  1	
 チベット羊八井宇宙線観測

所に設置されたフィールドミル電界

計（左）と Storm Tracker（右）  

 

図 2	
 1 粒子トリガーレート（上）

と 2 粒子トリガー（中）と電界強度

（下）の時系列グラフ  
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